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1研 究 の 概 要

共通研究主題

生 き る力 を は ぐ くむ教 育 活動 の研 究

研究 の意義 とね らい

(1)研 究 の意義

(2>研 究 の ね らい

これ か らの社会 は,変 化の激 しい,先 行 き不透明 な,厳 しい時代 と考

え られ る。 その ような社会で は,変 化 に主体的 に対応 し,他 者 と積極的

にかかわ りなが ら自 らの道 を切 り開 くなどの,「 生 きる力」を は ぐくむ

ことが必要であ る。

今 日,「 子供た ちJは あふれ る物質や最 先端 の技術,世 界か らの瞬 時

の情 報 に囲 まれて恵 まれ た生活 を送 り,知 識が豊 富,順 応性が ある,機

械 に強い,与 え られ た課題 にはよ く努力 す るな ど,よ さを た くさん もっ

て いる。 しか し,自 ら学ぶ 力や表現 力,行 動力,判 断力,創 造力 をは じ

め,人 とのか かわ りの未 熟 さ,自 立の遅 れ,社 会性の不足,倫 理観 や耐

性の欠如,健 康 や体 力の問題な ど,教 育の課題 となって いる ことも多い。

「子供 たち」に 「生 きる力」を は ぐくんで い くことは,こ れ らの教 育

課題 は じめ,い じめや不登校の問題な ど学校教育が 当面す る緊急課題 の

解決 に も結 び付 くと考え られ る。

中央教 育審議会で は,「 生 きる力 」を次の よ うに定義 した。すなわ ち

① 自分 で課題を見付 け,自 ら学 び,自 ら考 え,主 体 的に判 断 し,行

動 し,よ りよ く問題を解決す る資質や能力

② 自 らを律 しっっ,他 人 と協調 し,他 人を思 いや る心や感動す る心

な ど豊かな人間性

③ た くま しく生 きるための健康 や体力

私 た ちは,こ れ らをバ ラ ンスよ くは ぐくんでい くことが必要で ある と

考え,研 究を進 めた。

学校 教育の 中で 「生 きる力 」をは ぐくんでい くため には,「自分の考 え

を もって主体的 に学ぶ力 を付 け ることがで きるよ うにす るこ と」,「他 者

と積極的 にかかわ り合 い,互 いを高め合 え る関係の中で,豊 か な人 間性

を身 に付 けることがで きるよ うにす ること」,が 必要で あ る。

そこで本年度 は,以 下 の3っ の視点を基本 と して児童 に 「生 きる力」

を は ぐくむ教育活動 の研究 に取 り組む ことと した。

① 児童主体 の教育活動 を成立 させ る。

② 児童 に とって課題 とな ることを,自 らの力で解決 してい くための

学 び方 を身 に付 け ることがで きるようにす る。

③ 他者 と積極 的にかかわ る中で,自 他を よ く知 り,認 め合 え るよう

にす る。
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II研 究 の 内 容 ・ 方 法

1.各 分科会 の研 究主題 につ いて

第一分 科会

第二分科会

第三分 科会

2.研 究 の進 め方

本主題で の研究1年 目の今年は,こ れ までの教育課題研究員の研究成

果や課題 を基 に しなが ら 「新 しい学 力観」を より積極的 に進 あ,児 童 に

「生 きる力 」をは ぐくむ教育活動の研究 にっいて次の分科会主題,を 設

定 して取 り組 む ことに した。

・人 と人 とのかかわ りの中で,共 に高 ま り合え る児童の育成

・自己を見 っめ,互 いに伸びよ うとす る児童を育て る支援の在 り方

・一人一一人 が さらに輝 くため に 一磨 き合 い,支 え合 う児童 の育 成 一

共通研 究主題 を具現化す るために,

(1>第 一 分科 会

(2)第 二 分 科 会

③ 第三分科会

各分科会で は以下の仮説を立て,研 究 を進 あた。

主題実現 にあた り,① 発達段 階や一人一人 に合 った課題の設定 の工 夫

② 自 ら学 び,課 題 を解決す る授業展開の工夫 ③共感的存在 としての

教師 の在 り方 を研 究の前提 と した上で研究の視点を次の よ うに定 あた。

(1)多 様 なかかわ り合いの場を設定す る。

(2)よ りよいかかわ り合 いがで きるように支援を工夫す る。

(3)自 分 自身を振 り返 った り,互 いに評価 し合 った りす る場 や方 法を工

夫す る。

本分科 会で は,育 てた い児童像を,「 自分の考 えを もち,主 体的 に学

習に取 り組む子」,「 他者 とかかわ り合 い,互 いのよ さを共感 し,高 め

合 え る子 」 と設定 した。 この よ うな児童 を育 て るために,以 下の2点 の

支援 にっいて工夫す ることが大切で ある と考 えた。

◎ 児童 自らの もって いる力 を発揮 し,考 えを振 り返 る学習の支援の工夫

◎ 互い に学 び合 い,励 ま し合 う学習 の支援 の工 夫

本分科会で は,児 童一人一人が主体 的に学 び,互 い に高め合 って い こ

うとす る学習活動の展 開のたあに,次 のよ うな授 業を考えて,研 究 を進

めた。

(1)一 人一人の よさが発揮 され るよ う学習形態を工夫す る。

(2)磨 き合 い,支 え合 うことがで きるよ う,人 とのかかわ りが もて る場

を設定す る。

(3)児 童主体の豊か な学 習活動 が展 開で きるよう,横 断的 ・総合 的な視

点 に立 った学習 を 目指 して,教 科 ・領域の関連を図 った学習 を構成 す

る。

なお,研 究 を進 め るに当 たって は,以 下 の ことに留意 した。

(1)授 業研究 を通 して,具 体的 な指導 の改善 を図 る。

(2)共 通の研究 主題を基 に,各 分科会が具体 的な研究を進 あ る。

(3)先 行研究 の成 果を踏 まえて,研 究 を進 める。
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3.研 究 構 想 図 共通研究主題の分析
一 児童の実態を生み出す背景 『

・物の豊かさ・過大な期待 これからの変化の激 しい社会を

・過保護と放任 ・情報過多 「生 きる」上で大切なことは,ま

・多様な価値観 ・規範が少ない わりの人と積極的にかかわり,互

・集団での遊びの減少 いのよさを認め合ったり,足 りな

・少子化 ・直接経験の減少 第 いところを補い合ったりしなが ら

・入とのかかわりの減少 『
協調し共に高め合う能力を身に付

・機械化 ・ゆとりの減少 等 分 けさせることである。人とかかわ

↓
科 る力は,一 人一人が自分らしさを

会 発揮し,そ の違いをよさとして生
一 児童の実態

かし合えるカであり,こ うした力

・知識が豊富 ・個性が豊か ・人とのかかわりが不十分 が育っていけば,よ りよく生きよ

・順応性がある ・学習意欲が乏 しい うとする人間を育てる手立てとな
・好奇心が旺盛 ・倫理観が乏 しい

る 。

1

:書欝 い.耐性撫 、:嵩 呈髄 鼎 乏、、、
・判断力 ・行動力が乏 しい ・依存心が強い 等

・社会性が乏 しい

↓
一 児童に付けさせたい力

・感 受 性 ・創 造 力 ・思 いや り ・た くま し さ,向 上 心

・何事にも進んで取 り組む力 (チ ャレンジ精神)

・主体的に学ぶ力 ・忍耐力 ・自信 ・協調性
児童の生きる力をはぐくむたあ

・自己認識力 ・自己判断力 ・自己解決力 には,初 めて遭遇するような場面

} で も,自 分で課題を見付け,自 ら
↓ 第 考え,自 ら問題を解決する資質や

二 能力を培 うことが重要である。そ

生 き る力 をは ぐ くむ教 育 活動 の研 究 分 のためには,一 入一人が自分のよ

さや力を自覚 し,自 信をもち,他

{

ノ、/ ＼ 科

会 者とのかかわりの中で学び合い,

} 高め合う学習の展開を工夫してい

都の基本方針 く ことが 大 切 で あ る。 そ こで,こ

①人権尊重教育の推進 のような学習活動を支える教師の

②生涯教育の振興 支援の在 り方が重要になってくる。

③児童 ・生徒の健全育成の推進

④偲性を生かす学校教育の充実

⑤多様な学習機会を提示する社会

教育の充実

⑥ 文 化 ・ス ポ ー ツ ・レ ク リ ェー シ ョ 「生 き る 力」 は,「 いか な る場 1

ンの振興 面に遭遇 しても,課 題を発見 し,

自分のカで解決 しようとする資質

や能力」と考えた。

まず,全 人的な力である。この

一 社会の要請一 一「 カを育てるために,横 断的,総 合

○豊かな人間関係の育成

○変化の激 しい社会に対応できる力

○自己教育力の育成

○個性尊重の教育の推進

○文化と伝統の尊重と国際理解

○い じめ ・不登校 ・中途退学の解消

第

三

分

科

会

的な視点に立 った学習の在り方に

っいて研究を進あることに した。

また,こ の力は,多 面的な見方

や考え方を知 り,互 いに教え合

い,認 め合う人と人とのかかわり

を通 して高まる。互いに磨き合い

支え合うことで,子 供達は,さ ら

に輝き,次 の課題に挑戦しようと

するようになると考えた。

こうした学習を支える教師の支

援の在り方についての研究も必要

になる。
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教 師 の 支 援 の 在 り 方

i 児童の活動

磨 人 条件整備上の支援 指導上の支援
き 一

合 人 磨 ◆活動の場 ○活動の場の多設 ○グルーピングの工夫

い が き ○相互評価の活用 ○賞賛,励 ましなど
'さ

合 ◆学習活動 ○学習の場の工夫 ○学習カードや学習資料の工夫
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え に

合 輝 ◆学習活動 ○学習材の選択 ○個に応 じた目標設定
一

っ く 支 ○学習の場の工夫 ○児童の興味 ・関心に合った学

児 た OTT.な ど形態の工夫 習材の選択
童 め え ○横断的,総 合的な視点に立 っ

の に た学習の導入 ○情意面の育成
育 合 ○体験的活動内容の工夫 ・思いやりの心

成 ○学習活動内容の工夫 ・認め合う心

i う ○活動時間の確保 ・尊重 し合う態度

つ自己評価の活用
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皿 第 一 分 科 会

人と人 とのかかわ りの中で,共 に高まり合える児童の育成

1.分 科 会研究主題の設定理 由

児童は,家 庭や学校,地 域 といった様 々なかかわ りの場 を もって い る。 ところが物質 の豊

かさ,生 活 の便利 さが追求 され るにつれて,人 と人 との かかわ りが少 な くな り,少 子 化や核

家族化 の傾向が これ に拍車 をか けて いる。 このよ うななかで,「 人 とうま くかかわれ ない」

「人 とかかわ ろ うと しない」児童が増えて きた。社会性 の不足,自 立 の遅れ,い じめや登校

拒 否な ど,今 日抱えて い る学校教育の問題 も,人 間関係 の希 薄 さが原因 とな って いる ことが

多い と思われ る。生活体 験,社 会体験,自 然体験 の減少 ともあいま って,児 童の た くま しく

生 きる力が弱 ま って きてい る。

本分科会で は,「 生 きる力 」をは ぐ くみ,個 が 「生 きる」たあ には,人 と積極 的にかかわ

り合 い,互 いに高 ま り合え る力 が重 要 と考 えた。周 りの人 と積極的 にかかわ り,互 いの よさ

を認 め合 った り足 りない ところを補い合 った り しなが ら,協 調 し,共 に高 め合 う能力 を身 に

付 け させ ることは,こ れか らの変化の激 しい社会を生 きる上で大切 な ことで あ る。 人 とかか

わ る力 は,一 人一人が 自分 ら しさを発揮 し,そ の違 いを よさ として生か し合 え る力 であ り,

「他者 と共に生 きる力 」であ る。 こう した力が育 って いけば,様 々な学校教育 の課題 を解決

し,よ りよ く生 きよ うとす る人間を育て る手立て となると考え た。

このよ うな考えか ら,本 分 科会では,「 人 と人 とのかかわ りの 中で,共 に高ま り合え る児

童の育成」を研究主題 に設定 し,研 究を進あ る ことに した。

2.研 究の視点

本分科会で は,め ざす 児童 像を 「積 極的 に人 とのかかわ りを もち,他 者 と協調 し,共 に高

ま り合お うとす る児童 」 と設 定 した。 このよ うな児童を育成す るためには,自 分の考え を も

ち互 いの考えや思 いを知 った り受入れた り しなが ら,か か わ りの中で 高あ合 って い くことが

必 要であ ると考え,研 究の視 点を次のよ うに定 めた。

1、 多様 なかかわ り合 いの場 を設 定する。

z.よ りよいかかわ り合 いが できるよ うに支援の工夫 をす る。

3.自 分 自身 を振 り返 った り,互 いに評 価 し合 った りす る場や方 法を工 夫する。

3.研 究 の 内容

「生 きる 力 」 を は ぐ くむ に は,自 ら課 題 を もち,解 決 して い く力 を育 て る こ とが 必 要 で あ

る。 それ は,自 分 の 力 で 獲 得 す るだ け で な く,他 者 との か か わ りを もつ こ と によ り,自 分 の

考 え を修 正 しな が ら深 め た り広 げ た りす る こ とが で き,よ り確 か な力 とな る。 そ の た め に は,

か か わ りを も って よか っ た とい う思 い を十 分 に もたせ て い く こ とが 大 切 で あ る。

ま た,か か わ りを もっ と い う こ とは,人 間 関 係 の 築 き方 を学 ぶ こ とで あ る。 と き に は,考

え の 違 う両 者 が 対 立 し合 う こ と もあ る。 そ の 中 で,互 いの よ さ に気 付 き,違 い を も受 け 止 め
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て い くことを学ぶ ので あ る。そ して,よ りよい解決 に向か って 自分 の考えを変え,っ くりあ

げてい くことのす ば ら しさを知 るのであ る。様 々なかかわ りを数多 く経験 させてい くことに

よ り,よ りよい考え を作 るための思考 力 ・判断力や向上心,「 共 に生 きる」ための協調性 や

社 会性 を身 に付けて い くのであ る。 これ らは,変 化の激 しいこれか らの国際社会 に人 と して,

強 く優 しく生 きて い くための力 を生 み出す ものであ る。

こう したかかわ りを具現化 す るために,以 下の ことが必要であ ると考え た。

(1}本 分科 会でめざすかか わ り

① 目的のあ るかかわ り

人 とよ りよ くかかわ るには,か かわ るための 目的を明確 にす るこ とが大切で あ る。そ う

す る ことによ り,何 の ために(目 的),だ れ と(対 象),ど こで ・どん な ときに(場 ・機

会),ど のよ うに(方 法),か か わ りを もっのかを意識す ることがで き,入 と積極 的にか

かわ ろ うと した り,か かわ りを生か そ うと した りす る態度を育て ることがで きる。

② 変容の あるかかわ り

児童の考え は,情 報や意見を交換す る ことによ り,考 えが深 ま った り広 が った りし,変

容 したり して い くもの と考え る。 ここでの変容 は,① 自分 ら しさが残 ってい る。②相手の

よさを認 め,受 け入 れ る謙虚 さがあ る。③考えが変 わ った ことに価値があ る,も ので あ り,

主体的判断を伴 った ものであ る。 こ うした変容の あ るかかわ りを してい くには,自 分の考

えを しっか りもった うえで他者 とのかかわ りを もち,再 び 自分 を見っめ直す ことが必要で

あ る。

(2}研 究の視点 に関す る具体的な内容

① 多様なかかわ り合 いの場 の設定

・さま ざまなかかわ り方 を体験 で きるよ うにす る
。

〈話 合い,対 話,見 合 う,手 紙,電 話,イ ンターネ ッ トなど)

・学級 や学校 内に とどま らず,家 庭 や,地 域 の人な ど広い範囲のかかわ りを もて るよ うに

す る。

② よ りよいかかわ り合 いの ための支援

・自由に発言 で き
,よ さを認 め合 う温 かな学級 づ くりをす る。

・自分 の考 えを もつ ための時間を十分 に とる
。

・自分 の考 えを伝 え る機会を増やす
。

・見合 った り話 し合 った りす る時間 を意図 的に とる
。

・話合 いの方法や マナ ーを指導す る。

・直接体験を重視 し,児 童 自 ら活動す る場 と時 間を十分 に とる。

・課題 に応 じた学習形態 や グルー ピングを工夫す る
。

③ 自分 自身を振 り返 った り,互 い に評価 し合 った りす る場や方法 の工夫

・自分の変容に気付 いた り,次 への意欲付けを した りす るための 自己評価 を継続 して行 う。

・励 ま し合 い,高 め合 うための相 互評価を授業 に位置付 ける。

・かかわ りや個 人の変容を見取 る工夫 をす る
。

・評価 の観点 を児童 に分か るよ うに示 す
。
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4.実 践事 例(第5学 年 体 育)

(1)単 元名 器械運動 「マ ッ ト運動」

(2)単 元 につ いて

器械運動の特性 にっいて は次の よ うな ことがあげ られ る。

・ 技がで きるよ うにな った り,で きばえを高あた りす ることによって,楽 しさや喜びを

味わ うことの で きる運動で ある。

・ 自分 の力 に合 ったあ あてを もって,進 んで練習す る態度が養え る運動 であ る。

・ 仲 間 との共 同的な練習 によ って,協 力 す る態度や動 きの よさ ・美 しさを見分け る態度

が養 え る運動 で ある。

・ 安 全に対 す る主体的 な態度 を育て る上で効果的 な運動で あ る。

マ ッ ト運動 にお いて は,自 分 ので きる技を繰 り返 した り,2,3の 技 を組み合わせ た り

して,調 子 よ くで き るよ うにす るとと もに,新 しい技 を加え,そ れ らがで きるよ うに し,

楽 しさを味わわせ るよ うに学習を進 めなければ な らない。学 習を進め る上で,児 童が今 も

って いる力 を知 り,学 習の進め方 や方法 ・内容 を理 解で きるよ うに し,自 分 の課題 を見極

め,課 題 に合 った場を工夫 し,課 題 に向か って取 り組め るように学習 を展 開 してい くこと

が大切 であ ると考え る。 同時に,友 達 との教 え合 いや励 ま し合 いを通 して,お 互 いの よさ

が認 め合え ること も重要 であ る。 自分が認め られ た とき,児 童 は 自分 に 自信 を もち,さ ら

に意欲 的 に主体的 に学習 に取 り組 む もの と考え る。

(3)児 童の実態

事前 に調査 した結果 か ら,体 育の学習を好む児童が ほ とん どであ った。 しか し,マ ッ ト

運 動 につ いての関心 や意欲 はあ ま り高 くなか った。 また,「 で きない技がで きるよ うにな

った時 」児童 は最 も楽 しいと感 じて お り,次 いで,「 友達 や先生 にほめ られ た時」であ っ

た。 マ ッ ト運動 の学 習で教え合 った ことがあ る児童 は,約 半数で あ った。技の ポイ ン トを

意識 して運動 した り,練 習方法 を工 夫 して学 習 した経験 は少な い。 しか し,新 しい技がで

きるよ うにな りたい と願 う児童 は大 変多か った。

(4)単 元 のね らい

心

欲

度

関

意

態

考

断

思

判

・マ ッ ト運動の学習 に関心 を もち,進 んで学習 に取 り組む ことが で きるよ うにす る。

・友達 と協力 し,励 ま し合 った り,教 え合 った りして運動す る ことがで きるよ うに

す る。

・運動す る場所 や器 具 ・用具 に気 を付 け,安 全に運 動す ることがで きるよ うにす る。

・学習の方法 や内容を知 り,見 通 しを もって学 習に取 り組 む ことがで きるよ うにす

る。

・自分 に合 ったああて を もち,学 習情報 を活 用 しなが ら運動す ることがで きるよ う

にす る。

・自分 に合 った技を選 び,繰 り返 した り,組 み合わせた りして運動す る ことがで き

るよ うにす る。

・新 しい技があ る程度正確 にで きるよ うにす る。
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(5}研 究 主 題 との 関 連

マ ッ ト運 動 に対 す る思 い や願 い が 一 人 一 人 異 な り,ま た,技 の 達 成 度 も様 々で あ る。 課

題 に 取 り組 む 中で,友 達 とか か わ り合 い な が ら学 習 を 進 め る こ とに よ り,互 い を理 解 し,

認 め合 い,励 ま し合 い,教 え 合 う態 度 が 培 わ れ る もの と考 え る。

そ こで,以 下 の よ うな工 夫 を試 み た 。

〈視 点① 〉 多 様 なか か わ り合 い の 場 を 設 定 す る。

ア.「 っ か む 」段 階 で は,技 の ポ イ ン トカ ー ドを 活 用 し,互 い に見 合 い,自 分 や 友 達 が

どの 程 度 で き る の か確 か め るよ う に した。

イ.課 題 解 決 の 手 が か り とな る練 習 カ ー ドを用 意 し,グ ル ー プで 練 習 が工 夫 で き る よ う

に した 。

ウ.学 習 過 程 の 「高 あ る」段 階 を 『学 習 ① 共 通 技 に取 り組 む 』r学 習② 選 択 技 に 取 り組

む 』 と した。 学 習 ① で は,み ん な が 同 じ技 に取 り組 む こ とに よ り,互 い に 教 え 合 う場

面 が 多 くな り,学 習② で は,挑 戦 した い,も っ と上 手 に な りた い とい う児 童 の 思 いが

生 か せ る よ うに した。

〈視 点② 〉 よ りよ い か か わ り合 いが で き る よ う支 援 の 工 夫 をす る。

ア.グ ル ー プで の教 え合 い を 活 発 にす る た め に,小 グ ル ー プで 学 習 を進 め る こ と に した。

児 童 の 関 心 ・意 欲 ・態 度,思 考 ・判 断,技 能,人 間 関 係 の観 点 に配 慮 した 。

イ.学 習 カ ー ドを も とに,一 人 一 人 の 学 習 内容 や心 情 を把 握 し適 切 な 支 援 を 行 うよ うに

した。

ウ.友 達 か ら教 え て も らっ た こ とや ほ めて も ら った こ とを 「み ん な の 言 葉 」 と して 掲 示

し,教 え 合 い に生 か す よ う に した。

エ.動 きの よ くな った 児 童 や,が ん ば って い る 児童 を紹 介 し,技 の 高 ま りや 友 達 の 動 き

を 見 る 目 を 全体 に広 げ る よ うに した。

〈視 点 ③ 〉 自 分 自身 を 振 り返 った り,お 互 い に評 価 し合 った りす る場 や 方 法 を 工 夫 す る。

ア.VTRを 活 用 し,自 分 や 友 達 の 動 きを見 合 った り,技 の で きば え を 確 認 で き る よ う

に した。

イ.技 の ポ イ ン トカ ー ドや ス テ ップ カ ー ドを活 用 して,相 互 評 価 を 活 発 に行 うよ うに した。

ウ.個 人 カー ドに よ る 自 己評 価 活 動 を通 して,自 己 を 見 っ め 振 り返 る こ とに よ り,自 己

の 変容 に 気 付 き,次 へ の 意 欲 が もて る よ うに した。
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●

(6)学 習過 程 器 械運 動 「マ ッ ト運 動」 (配当時間45分 ×7)本 時5/7

」

回 i 213～7

1

段 階

1

つ か む1高 め る

関心 ○マ ット運動の学習に関心をもち,進 んで学習に取 り組 もうとする。

意欲 ○ 友 達 と協 力 し,励 ま し合 った り,教 え 合 っ た りす る こ とが で き る よ う に す る。

ね 態度 ○運動する場所や用具に気を付けることができるようにする。

○学習の方法,内 容や見通 しをもつことができるように ○めあての達成をめざして運動の仕方や練習方法を工夫する

思考 す る。 こ とが で き る よ うに す る。

ら 判断 ○めあてをもって学習に取 り組むことができるようにす ○技のポイントを理解 し,互 いに教え合いなが ら学習が進め

る 。 られ る よ う に す る。

○ 自分 にあ っ た動 き で,回 転,支 持,バ ラ ン スが で き る ○ポイントを意識 して,新 しい技がある程度正確にできるよ

い 技能 よ う にす る。 う にす る。

O技 の ポイントをつかみ新しい技に挑戦できるようにす ○できる技を繰 り返 したり組み合わせたりすることができる

る 。 よ うに す る 。

○学習の進め方を知り,見 ○本時の学習内容を知 る。 ○本時の学習内容を確認する。

通 しを もっ 。 ○準備運動をする。 ○準備運動をする。

○学習の方法,内 容を知る。○マットを準備 し,補 助運 ○マットを準備し,補 助運動をする。

○学習する技を知る。 動をする。 ○学習① 《共通の技(単 技)》 に取り組む。

学 ○学習情報の活用の仕方を ○前時に学習した技に取り ・自分のめあての達成に向けて学習するq

知 る 。 組 み,で き ば え を グル ー ・お互いの技を見合って,教 え合い励まし合いなが ら練習

○めあてのもち方,め あて プで見合い確認する。 す る。

の解決の仕方を知る。 ○できそうな技を選び,練 ・必要な学習情報を活用 して練習する。

習 ○準備運動をする。 習方法を知る。 ・一 つ 一 つ の 動 きが 正 確 にな る よ う にす る。

○マットを準備し,補 助運 ・練 習 カ ー ドを も とに ,

動をする。 できるようになるため ○学習② 《選択の技(組 み合わせ,単 技)》 に取 り組む

○ 自分ができる技,で きそ のポイントを教え合っ ・自分のめあての達成に向けて学習する。

活 うな技を調べる。 たり,練 習の場を工夫 ・お互いの技を見合って.教 え合い励まし合いなが ら練習

・グループで互いに見合 したりして取り組む。 す る。

い,で きぐあいを確認 ○本時を振 り返 り,技 ので ・練習の場を活用 したり,お 互いに補助 し合 ったりして練

す る。 きばえを学習カー ドに記 習 す る。

動 ○本時を振り返り,技 ので 入 す る 。 ・必要な学習情報を活用 して練習する。

きばえを学習カードに記 ○大まかな学習計画を立て ・動 きの よ くな った と こ ろを 見 付 け,よ さ を認 め合 う。

入する。 る 。 ○本時を振り返り,技 のできばえを学習カー ドに記入する。

○次時のめあてを立てる。 ○次時のめあてを立てる。 ○次時のああてを立てたり,学 習計画の修正をする。

○整理運動をする。 ○整理運動をする。 ○整理運動をする。

○マットを片付ける。 ○ マ ッ トを片 付 け る 。 ○ マ ッ トを 片 付 け る。

○事前に意識調査を行い,児 童の関心や意欲の状況をつ

一

〇自分に合ったああてをもつように助言する。

教 か む 。 ○めあてに合った場や器具を選択 し取り組むよう助言する。

○学習の進め方,方 法,内 容をわかりやすく示す。 ○技のできばえを調べられるように,学 習カー ドやVTRを

師 ○学習する技を学習カー ドやVTR,示 範 で示す。 活用するように助言する。

○技のできばえがわかるように技のポイントを示す。 ○友達と技を見合い,教 え合い励まし合いなが ら学習するよ

の ○友達 と見合い,励 まし合いなが ら技を調べるように助 うに 助 言 す る。

言する。 ○一っ一つの技が正確にできるように助言する。

支 ○よい動きや言葉かけを した児童を賞賛する。 ○学習への取り組み方や技の高まりなど,少 しでもよくなっ

○用具や場の安全に気を付けて運動するよう指示する。 たところを賞賛 し,主 体的な学習への意欲を高ある。

援 ○学習計画は取り組みながら修正 してよいことを知 らせ ○友達のよさを進んで見付け,互 いに認あ合えるようにする。

る 。 ○用具や場の安全に気を付けて運動するよう指示する。
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(7)考 察

・児童が 自ら学 習計画を たて,見 通 しを もって学 習を進めた ことで,意 欲的 に運動 に取 り

組む ことがで きた。

・技の ポイ ン トカー ドや ステ ップカー ドは
,自 分の 力を知 った り,友 達 の動 きを見 た りす

る上で有効で あ った。

・小 グループによ る教 え合 いが活発 に行 われ,積 極 的にかかわ りを もっ ことがで きた。 ま

た,友 達の よ くな った動 きを見付 けてほめた り,励 ま した りす る態度が見 られ た。

・友達の よさを見付 け,認 め合 う活動 を重視 した ことで,学 級 の雰囲気が よ くな り,人 間

関係が豊か にな った。

・他の グループ とのかかわ りが不十分で あ った
。か かわ りが さ らに広が る工夫が必要で あ

る。

・個 々の技能 を高めた り課題を解決 した りす るたあのよ り質 の高いかかわ り合 いがで きる

よ う支援 を工夫す る必要があ る。

5.研 究 の まとめ と今後 の課題

(1》 研 究の成果

① 「自分の考え を もっための時間を十分 にとる」,「児童 自 ら活動で きる時間を確保す る」

な どの支援 によ り,自 分 の課題 を解決す るたあ に積極的 にかか わ り合 お うとす る姿 が見

られた。

② 多様なかかわ り合 いの場 を設定す ることによって様 々な人 とのかかわ りが 生 まれ,学

級 や学 年の友達 との かかわ り方 も豊か にな った。 自主的,意 欲的 にかかわ りをっ くって

い く姿 も見 られ,生 活 の範 囲が広 が り,課 題解決の方法が豊か にな った。

③ よ りよいかかわ り合 いのための支援をす ることによって,か かわ り合 いの質 が高ま り

一 人ではで きない ことや気付 かない こと
,時 間がかか ること,深 め られ ない こと,楽 し

めない ことな どが解決 され,共 に高 まり合 うことがで きた。

また,か かわ り合 いの 中で新 たに生 まれた課 題 に対 して,解 決への工夫や努 力が 自主

的に され るよ うにな り,協 調す る態度 も育 った。

④ 人 との違 いや よさを認 め合 う活 動を重視 した ことにより,児 童相互のかか わ りが温 か

く共 感的な もの にな った。

⑤ 自己評価,相 互評価を継続的 に行 うことによ って,自 己の変容 に気付 き,次 への意欲

につ なが った。

(2>今 後の課題

① よりよいか かわ り合 いをす ることがで きたが,一 人 一人の力を高あた り,課 題解決 を

して い くためのよ り質の高いかかわ り合 いがで きるよ うな支 援の方法を考えて い く必要

があ る。

② 目に見え ないか かわ りにっいて,学 習過程の 中で どのよ うに見取 ってい くか,さ らに

研 究 して い く必要が ある。
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IV第 二 分 科 会

自己を見つめ,互 いに伸びようとする児童を育てる支援の在 り方

1.分 科会研 究主題の設定理 由

先行 き不透明 な今 日の社 会にお いて,一 人一 人の児童 に自 らの進 む方 向を切 り開 き,生 き

抜 くための資質や能力 をは ぐくむ ことは,重 要な教育課題 であ る。

本分科会で は,「 生 きる力」 を一人一人 の児童に対 して育てたい もの と他者 とのかかわ り

の なかで育て たい ものの2点 に焦点 を絞 って 考えた。具体 的 には,下 記の とお りであ る。

① 「自分 の考 えを もち,主 体 的に課題 に立 ち向かい,柔 軟 に対応で きる力 」

② 「他 を思いや り,互 いに伸 びよ うとす る力」

このよ うな力を学習活動 の中で育ててい くた あには,教 師 の支援が重要 であ る。

そ こで,「 自己を見 っあ,互 い に伸び よ うとす る児童 を育て る支援 の在 り方」 とい う主題

を設定 し,研 究を進 め ることに した。

本分科会主題の 「自己を見っあ る」 「互 いに伸 びよ うとす る」 とは,以 下の よ うに考 えた。

・自分 のよ さや力を 自覚で きる こと

・自分 の知識 や経験 を振 り返 る ことがで き

る こと

・自分の課題を 自覚で きること

・集団の中の 自分 の存在 を 自覚で きる こと

・課題 に対 して,前 向 きに取 り組 もうとす

る気持 ちを もっ こと

・か かわ りを もち ,そ の 中で 自分 の 考 え を

深 め,高 め る こ と

・他 者 の 言 動 を し っか り見 聞 きす る こ と

・わ か りや す く表 現 す る こ と

・他 者 と比 べ る こ とが で き る こ と

・他 者 を認 め ,よ さを 見付 け る こ と

2.研 究のね らいと仮 説

本分科会で は,目 指す児童像を 「自分 の考 えを もち,主 体的 に学習 に取 り組 む子 」 「他 者

とかかわ り合 い,互 いの よさを共感 し,高 め合 え る子」 と設定 した。 この よ うな児童を育て

るために,以 下の2点 の支援 を工夫 す ることが大切であ ると考え た。

◎ 児童 自らの もって いる力 を発揮 し,考 えを振 り返 る学習の支援 の工夫

◎ 互 いに学 び合 い,励 ま し合 う学 習の支援の工夫
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3,研 究 の 内 容

(1}学 習 過 程

学 習 過 程
児 童 課 題 を つ か む 実 行 す る ま と め る
自己を

見つ める

⊂〕思 いや願い をもつ。
・生活経験や知識をもとにして考 える

.
O学 習の課顕 を明確にず る。
・自分yeリ の取 リ組みFを 考え

、計画を立て る。

○自分なりの乃法で解決∫る。
場や資料の選択 ・体験、実験、観察
Q自 分なりの取り組みや考えを発表ずる。
・発表のh法 を工夫する

。

〔⊃掌習,き動をまとめる。 一一生けん 命取り屈めブヵ'、

課題達成の確認 禁しくで きたが。

○新たな課題をもつ。

も っr取 り絹みた 、 生活 生か丁

互 い に 伸 び

よ う と す る

○集団を意識ずる。

○友達の思{、、を知る。

自分の 思いと比較 し、白定的に謝める。
・友違の 意見を取 ワ入れる ,、

Q集 団の中で活動ずる艮さを知る。
○友達の艮ざを認め、互いに相談 ・助書し合いなが
ら学習をずずめる。
○友達と自分の共通点や違いに気付く。

○集団の効粟を?Cる 。

〔⊃互いに認め合う。
・学習を振リ返 リ

、成果を確かめる。

・
9

り 亀
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(教師の支援)
橡

教 師 課 題 を つ か む 実 行 す る ま と め る
力を発揮し、考えを

振リ返る学習の支援

C偲 いや願いを受け止め、課題を確認ずる。
・1●89の声かけ ・学習カード'

○輿味 ・関心がもてるような問題提示の工夫をする。

具体物や資料の提示 発Pa事 前の調査

○掌習環境を工夫ずる。
多様な思いに応じる教材 ・教貝の準備や場の設定
○意欲が持続するようにずる,
励ましの声かけ 個に応じた助言 ・畢例の提示

つ掌習 したことを確認丁る。 層学習力.卜"演 習問題
・取 り組みの振リ返 リ 幽視聴寛槻器等 ・発表の場

○一人一人の9R'JF● みや成果を誘め る。
・賞賛のmか け メッセー ジ

学び合い、励まし

合う学習の支援

○集団の一員であることを愈識させる。
・学び合える艮さを知らせる。

○話し合いの場を設定ずる。 各グループへの助言

○互いに活動を認め合い、励まし合えるよう学習形
態を工夫ずる。

○発表の場を設定ずる,・ 活躍ずるw蝦 告の場

○互いに認め合 う時間の確保をずる。
'発表 ・報 告 ・提 訳 ・情輻〕ミ綾

(2>支 援 にっ いて

・児童 は,こ れ までの知 識 ・能 力 ・経験 を もとに課
題 をつ かむ こ とが 大切 であ る、,その ための教 師の

支 援は,的 確 な 児童理解 の もと,有 効 な動機 付 け
と場の設 定が 必要 。

Ii

・課題 を解 決 でき た成 就感 を 大切に す る
。

・ 「楽 しく一生 けん 命で きたか 」 「新 しい

課題 が もて たか」 「互 いに認 め合 い.よ

さが 実感 で きたか 」な ど学 習活 動を 振
り返 る ことが で きるよ うな教師 の'支授
が腰 ・1

課題を
つかむ

・i叢i、i:iii援;,　、

漉 童の主体的な学習意鱗
=
.を促す教師の備 きかけ'

・一 ・・一・一一一一一 ま と め る ぐ一 一 一 圏國一一一 一 一 ■ 実 行 す る 一 一 ・一・・・… 一

・他と比べる,自 分の考えを発表する,他
を認めなが ら話 し合う,再 び課題解決に
向かうことができるようにするために,
教師の支援は個に応 じた指導が最 も必要。
また,学 習活動の場の工夫を図り,児
童の意欲が持続するようにする。

㊥ 一」
(3}支 援の実際

仮説 に述べ た2っ の支援 を,各 教科 や各時間で繰 り返 して い くことによ り,児 童は 自分

の考えを もち,主 体 的に学 習に取 り組 み,互 いの よさを共感 し,高 め合 え ることが で きる

と考えた。

① 児童 自 らの もって い る力 を発揮 し,考 えを振 り返 る学習の支援の工夫

児童 自 らの生活経験 や知識 か ら,新 しい課題 に取 り組み,

を立て られ るよ うに課題 をつかむ段 階に支援を取 り入れ た。

考 えを発表 した り,振 り返 る過程 を取 り入れた。

②互 いに学 び合 い,励 ま し合 う学習 の支援 の工夫

自分 な りの取 り組み方 や計画

実行す る段階で も常 に自分 の

自分の考 え,思 いをみん なに投 げかけた り,他 の考えを聞 いた り,互 いに相談 し,助 言

し合 いなが ら学習を進め るこ とによ り,自 分 と友達 との共通 点や違い に気付 く。 そ して,

共通の問題 意識や心情を もつ ことがで きる。 これ らの活動を通 して互 いによさを認 め合 い,

相互理解が 深 まってい くと考え た。
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4.実 践事 例(第5学 年 学級活動)

(1)題 材名r目 の不 自由な人 とわた したち』

「私 たちにで きること」～共 に生 きる社会 をあざ して～(ボ ラ ンテ ィア学習)

(2}題 材 につ いて

児童 は,障 害の あ る人 に出会 ったと き,ど うしてよいか迷 った り,時 には避 けて しま っ

た りす る ことが あ る。それ は,障 害の あ る人 とのかかわ りが少な いことや,障 害 に対 す る

認識が十分で きない ことが要因 と して考 え られ る。

そ こで,障 害の あ る人 につ いての理解 を深 あ,自 分 にで きることを考え る活動 を通 して

自分の力 を生か しなが ら様 々な人 と共 に生 きてい こうとす る気持 ちを育て たい と考えた。

視覚障害 は,擬 似体験をす る ことによ り,児 童に も比較的 と らえやす い と思 われ る。体

験を通 して得 られた一人一人の思 いを全体 に広 げ,児 童の積極的 な活動 を促 してい きたい。

知 りた い ことについて障害の ある人 やヘルパー さんか ら直接話を聞 く時間 を設定 す ること

もそのひ とつであ る。相手 を尊重 した心遣いの在 り方を知 り,障 害 のあ る人 に対す る理解

が,よ り一層深 まる ことを期待 した。

(3)児 童 の実態

障害 のあ る人 とのふれ合 い体験 にっ いて たずね たところ,半 数近 くの児童が 話 した り,

遊 んだ り した こ とが ある と答えた。そ こで本題材が比較的身近 な ことと して と らえ る こと

がで きるので はな いか と考 えた。

本学 級 には,ア トピー性 皮膚炎のた め集 中 して学習 に取 り組 めない児童 や,情 緒が不安

定の傾向 を示す児童が お り,4月 当初 は二人が仲間 に入 りづ らい雰 囲気が見 られ た。 その

ため,ア トピーにっ いての説明や本人のつ らさを話 した り,互 いに楽 しくふれ合 うよ うな

ゲー ムを授業の合 間に取 り入れた り して きた。現在 は二人 を励 ま してい こうとす るよ うに

な って きた。思 いや りの心 は日常生活 にお ける教師 と児童,児 童 相互の関係を基盤 として

育っ もの と考 える。 その点をふ まえ た上で本単元 の学習 を進 あた。

(4>題 材のね らい

① アイマス クを した歩行体験や手引 きの擬似体験 を通 して,目 の不 自由な人への理解 を

深め ると ともに,基 本的 な支援の仕方 と心構え を知 らせ る。

② ①を通 して,人 の役 に立っ こ とをす る意識 を高 め,相 手の ことを思 いや り,親 切 にす

る心情 を育て る。

(5)主 題 との関連

① 題材(ボ ラ ンテ ィア学習)設 定の理 由

人が社会 をた くま しく生 きて い く上で,生 きる目的(生 きがい)を もっ こ とは大切で

あ る。生 きが いには,大 き く二っの こ とが ある と考え る。 一つは,自 分の可能性 を伸 ば

し,夢 を現実す ること。二つ に,他 者 との かかわ りにおいて 自分の力を生か して い くこ

とであ る。 ボ ランテ ィア学習 は,後 者 に視点 をおいた ものであ る。 ボラ ンテ ィアについ

て 「人間同士,よ りよ く生 きる ことへ の実践 であ り,物 心両 面か ら誰 もが人間 として尊

重 され た生 き方 がで きるよ う,生 活 の条件 や環境 を整えてい くこと」 と考え ると,小 学

校 にお けるボラ ンテ ィア学習 はその基礎 をっ くる もの と して とらえ ることがで きる。
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様 々な人 の立場 を理解 し,人 に役立 つカを得 た とき,児 童は 自信を もっ ことがで きる

で あろ う。 自信 を もっ ことがで きれば,さ らに 目標 を もって挑戦 しよ うとす る意欲 も高

まる。 それが 児童 のr生 きる力』 になる もの と考え,本 題材 を設定 した。

② 分科会の仮説 とその手立て

自分の もってい る力を発揮 し,互 いに学 び合 い,励 ま し合 う学習 の場 の工 夫

(ア)体 験 の 場 の 設定

児 童 の 理 解 を深 め るた あ に,目 の 不 自 由 な こ とに よ る苦 労 の 一端 を 身 を も って 感 じ

させ た い。 そ こで,ア イマ ス ク に よ る歩 行 体 験 を もっ こ とに した。

は じあ に,平 面 を 目隠 しで 歩 くこ と に よ って,手 探 りの不 安 な 気持 ち を 実 感 させ る。

次 に,目 の 不 自由 な 人 に と って 歩 き に くい状 況 を設 定 した難 所 コー ス を体 験 させ る。

友 達 と ペ ア を っ くり,交 互 に手 引 き し合 う こ とで,目 の不 自 由 な人 の 視点 に 立 っ こ と

が で き る よ うに した い 。 難 所 コ ー ス は町 の 中を 想 定 し,溝 の あ る段 差 ・障害 物(自 転

車)・ 狭 い通 り ・段 階 ・水 た ま り(画 用 紙 で 作 成)を 配 置 した。

(イ)発 表 によ る共 感の場の設定

ここでの共 感は,一 つ は目の不 自由な人 に対す る共感で あ り,も う一っは同 じ体験

を もった友達 に対 す る共感であ る。 自分が感 じた ことや考 えた ことを発表 し合 うこと

によって 児童 の視野 が広が り,目 の不 自由な人 に対す る理解が よ り深 ま ると考えた。

また,体 験 の場 にお ける友達 とのふれ合 い と意見の交換 をす る ことで,互 いを認め

合お うとず る態度 を育てて いきたい。意見の交換 を促す ために,難 所 コー スを体験 し

合 いなが ら気付 いた ことを書 き込 めるよ うな ワー クシー トを用 い ることに した。

(ウ)社 会福祉協議会 の協力を得 る

第1時 を通 して,児 童が もっ と知 りたい と思 った ことな どにっいて,目 の不 自由な

方 とヘ ルパー さんか ら実際 に話 を聞 く時間を第2時 に設 けた。 障害のあ る人の実態を

知 るための資料 や,白 杖 など,地 元 の社会福祉協議会 の協力 を得 ることによって学習

が よ り深 ま る もの と考え る。

(エ)ボ ラ ンテ ィア学 習 に 関 す る掲 示 コー ナ ー

本活動 を きっかけに,児 童の関心 に応 じて学習 に広が りを もて るよ うに した い。 そ

のため に,教 室 の掲 示板 に,児 童が調べて きたことを発表で きる コーナーの設置,点

字,盲 導犬,他 の障害 に関す る本な どを紹介す る。

(6)活 動 計画

○ 目の不 自由な人の立場 を体験 し,手 引 きの仕方を考え よ う。

O目 の 不 自由な人の生活や願 いを知 ろ う。

1時 間(本 時)

1時 間
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(7>本 時の指導

① ね らい

・アイマ ス クを使 った歩行体 験を通 して,目 の不 自由な人への理解 を深 あ る。

・目の不 自由な人の気持 ちを大切 に した手 引 きの仕方 を友達 とともに考え るこ とがで きる。

② 展 開
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主 な発問 ○学 習活動 ・予想 され る児童の反応

これ は何 で し ょ う。

・杖 だ ・見 た こ とが あ る

・目の 不 自由 な 人 が 歩 く とき に使 う もの

この杖 は,何 の た拓に使 うので し・oコ

・危 な い もの が な いか 探 る ・目立 つ よ う に

・自転 車 や 歩 行 者 に知 らせ るた あ

目が不舳 な人の立場にな・て・呵

杖を持って歩いてみ圭_」
○ペ アで 平 らな所 を 目隠 しで歩行す る。

○感想 を発表す る。

・こわか った ・目の不 自由な人 は大変だ

目の不舳 な人が・安心して歩け乙司

うにお 手 伝 い しよ う。

○ ペ アで,難 所 コ ー スを 目 隠 しで 歩 行 す る。

○ 自分で考え た声のか け方 やお手伝 いの仕方を

コー ス図 に書 き込んで い く。

○感想や気付 いた ことな どを発表す る。

・階段で は先に声をかけ られ る と安心

・急 に手 を引 っ張 られ るとこわ い

○本 時の感想 を書 く。

○支 援 ・留 意 点

○ 白杖 を提示 し,学 習への関心 を高め

る。

○色 に着 目させ る ことによ って,目 の

不 自由な人の安全 な歩行 と自分 との

かかわ りに気 付 くよ うにす る。

・10m程 度 の距 離を友達 とぶっ か らな

いよ うに間隔を とって ま っす ぐに歩

くよ うにす る。

○感想を受け止あ,目 の不 自由な人の

不安な心情 に共感で きるよ うにす る

○声 をか け合 ったペアを賞賛す る。

0「 安 心 して 歩 け るよ う にす る 」 こ と

を 目当 て と し,相 手 を 思 いや る 態度

を もて る よ う にす る。

・全 部 回 る必 要 は な い。 競 争 に な らな

い よ う にす る。

○ よい声か けや相手 を尊 重 した接 し方

を して いるペ アを賞賛す る。

○ 目の不 自由な人の視点か らとらえ る

よ うにす る。

○よい声か けや手引 きの仕方 を したペ

アを紹介す る。

○ 今 日学 習 して 気 付 い た こ と,感 じた

こ とや,も っ と知 りた い こ とを 書 く

よ うに す る。

③ 評 価

・目の不 自由な人 にっ いての理解が深 ま ったか。

・相手 を思 いや る声か けや手 引 きの仕方 を考え ることがで きたか。
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⑧ 考 察

・ 初 あて アイマ スクを して歩 いた ときの不安 な

気持 ちを全 員が感想の 中で述べて いた。難所 コ

ースで 自分 な りの考えを もっ過程(第1時)と

正 しい方 法 を知 り,日 常 の場 で 確 かあ る過程

(第2時)で,児 童 は目の不 自由な人 に対 す る

理解 を深 め,相 手の身 にな って手 引 きす る こと

の大切 さに気付 くことがで きた。

・ 授 業後,手 話 に興味 を もって 友達 と簡 単な会

話 を楽 しんだ り,市 の ボラ ンテ ィア教室 に家族

と参加す る児童 もお り,関 心 の高ま りが 見 られ

た。

・ 社会福祉協議会 には,積 極 的な支援 をいただ

いた。指導計画 を立て る段 階か ら共 同で行 うこ

とが可能で あれ ば,さ らに活動に広が りを もた

せ ることがで き ると考 え られ る。

・ 本時 は二人一組で手 引 き し合 ったが,活 動 し

なが らの意見交換 とい う点 において は,三 人以

上の組合せ も考 え られ る。

グル ー ピングについては,さ らに検討 して い

きたい。

ク刀5U名 前
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5.研 究の まとめ と今後 の課 題

(1}研 究の成果

① 児童 自 らもってい る力を発揮 し,考 えを振 り返 る学習の支援の工夫 について

・ 児童が 自らの生活経験や知識 を駆使 して,新 しい課題 に取 り組 む ことがで きるよ う

にな った。

・ 自分な りの取 り組み方が分 か り計画 を立 て ることがで きるよ うにな って きた。

② 互いに学 び合 い,励 ま し合 う学習 の支援 の工 夫について

・ 他 者 と進 ん で か か わ る こ とが で き るよ うに な って きた
。

・ 互 い の よ さ を認 め合 う こ とが で き るよ うに な り
,相 互 理 解 が 深 ま って き た。

(21今 後の課題

① 児童理解を よ り一層深 め,個 に応 じた支 援を さ らに工夫 してい く。

② かかわ りを よ り深 め られ るよ うに,個 々の表現 能力を高あて い く。

③ より意欲が もて るよ うに,学 習教材 の選 択や課題提示の方法を工夫 して い く。
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V第 三 分 科 会

一 人 一 人 が さ らに輝 くた め に

一 磨 き 合 い ,支 え 合 う 児 童 の 育 成 一

1.分 科会研究 主題の設定理 由

本分科会で は,「 生 きる力 」をrい かな る場面 に遭遇 して も,課 題 を発見 し自分 の力で解

決 しよ うとす る資質や能力 』 と考えた。そ こで,児 童相互のかかわ りが希薄 にな ってい る現

状 を踏 まえ,磨 き合 い,支 え合 うことがで きる児童 を育て るために次 のよ うに考えた。

心 と心のふれ合 いを土 台 と し,多 面的 な見方 ・考え方を知 り,互 いに教 え合い ・認め合 う

とい うよ うな人 と人 とのかかわ りを通 して,児 童 は,相 互の よさを知 り,互 いに高 まり合 う

ことがで きる。 そのよ うななかで,自 分の課題 に向か い,自 分 の思 いや願 いを実現 し,豊 か

に自己発現で きた とき,成 就感 や満足感 を味 わ うことがで きる。そ して互 いに磨 き合 い,支

え合 うことで,人 と人 とのかか わ りが よ り深 ま り,一 人一人が さ らに輝いて い く。 この こと

によ り,「 生 きる力」の大切 な柱 の一 つで あ る 「次の課題 に挑戦 してい こう とす る前 向 きな

姿勢 」が 育っ と考え た。

そ こで,本 分 科会で は,上 記 の分科会研 究主題を設定 し,生 きる力を は ぐくむ教育活 動の

研究 を進 め ることに した。

2.研 究 のね らいと仮説

本 分科 会では,目 指す児童像 を 「よ りよ く問題を解 決す る児童」 「人 とのかか わ りを大 切

にす る児童」 と設定 し,こ のよ うな児童を育て ることにより,互 いに磨 き合 い,支 え合 う豊

かな人間関係が生 まれ る と考 えた。

そ して,そ のた めの支援 の在 り方 と して,次 の ような仮説を設定 した。

研究の仮説

以下の二点の支援 の工夫 をす ることによって,一 人一人が主体的 に学 び,課 題 に向かい互 い

に高 まり合 ってい こ うとす る児 童が育つ と考えた。

○ 自分のよ さを発揮 しなが ら,主 体 的に学 習す るための支援の工夫

○友達の よさや 自分 の足 りない ところ にも気付 き,互 いに協力 して学習す るための支援の工夫

3.研 究の内容

一人一人が主 体的 に学 び
,互 いに高め合 って いこ うとす る学習活動 を展 開す るため に,次

の よ うな授業を考えて,研 究 を進 めて きた。

(1)一 人一人 のよ さが発揮 され るよ う学 習形態を工夫す る。

(体験 的学 習,課 題解決学 習を重視す る。)

② 磨 き合い,支 え合 うことが で きるよ う人 とのかかわ りが もて る場 を設定 す る。

(話 し合 う,教 え合 う,助 け合 う,競 い合 う,認 め合 う,励 ま し合 う場 を設定 す る。)

(3)児 童主体の 豊か な学習活動 が展 開で きるよ う,横 断的 ・総合的 な視点 に立 った学習 を 目

指 して教科 ・領域の関連を図 った学 習を構 成す る。
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4.実 践事例①(第5学 年 国語科 ・学級活動)

(1}題 材 名 「考え よ う!こ れか らの学級生活 」

(2}目 標

○ デ ィベー トをす ることによ り,学 級 の一員 として の 自覚 を高 め,互 いに協 力 し,互 いに

高め合 う心を育て,こ れか らの学級生活 について の考 えを深 め ることがで きるようにす

る。 〈学級活動 〉

○デ ィベー トを通 して,自 分 の考 えて い ることを相手 に しっか りと伝え る 「話 す力」 と,

他 人の考え に耳を傾 け自分 の中に受 入れ る 「聞 く力」を育て る。 〈国語科 〉

(3)研 究主題 との関連

デ ィベー トを経験す る と,ど ん な論題 に も賛成,反 対の議論 があ ることを実感す る。一

つの考 えに固執す る ことな く,自 分 の考え とは全 く反対の考えがあ って当然 と し,そ の反

対 の立場 で理 由を考え る ことによ って,発 想が豊 かにな り,他 人の意見 に耳を傾 けるよ う

にな り,冷 静 に議論がで きるよ うにな る。 このデ ィベー トが もた らす思考 は,変 化が激 し

く潮 流の速 い時代 にな くて はな らない思考 とな ってい る。情報が伝達す るス ピー ドが速 く

な り,多 様 な価値観が生 まれ,こ れまでの慣習,経 験,価 値観が役立 たな いこと も出て く

る。そんな時代 には価値観 か ら考え直す思考,バ ラ ンスの とれた発想が必要で ある。 これ

か らの時代を生 きて い く児童に とって,デ ィベー トは生 きる力を育む ために有効 な教育活

動であ る。

(4)分 科会仮説 とその手立 て

仮説1.自 分 のよさを発揮 しなが ら,主 体的 に学習す るための支援 の工夫

・教科 ・領域を 関連 させた学 習を とり入れ る。

・教室デ ィベ ー トにふ さわ しい論 題を選択す る。

・児童 自 らの考 えによ り論題 を選 択す る。

・感情的 にな らない。 相手 の尊厳を傷付 けるような ことは言わ ない,な どの基本 的なル

ールが守 られ るよ うに配 慮す る。

・児童一人一人 が学習 活動 に参加で きるよ うに配慮す る
。

仮説2.友 達 のよさや 自分の足 りな いと ころに も気付 き,互 いに協力 して学習 す るため

の 支 援 の工 夫

・デ ィベ ー ト学 習 を 取 り入 れ る。

・グル ー プで の活 動 時 間(作 戦 タ イ ム)を 十 分 に取 る
。

・互 い に学 習 の評 価 を し,発 表 す る。

(51指 導 計 画(5時 間扱 い)

第1次 デ ィベ ー トの や り方 と意 義 を 確 認 し,よ り よ い学 級 生 活 を 送 るた め の デ ィベ ー ト

の 論 題 を提 案 で き るよ う にす る。 〈1時 間 〉

第2次 論 題 を選 択 し,論 題 に 従 って,計 画,役 割 分 担,デ ィベ ー トの 準 備 をす る。

〈1時 間 〉

第3次 デ ィベ ー トを行 い,論 題 に つ い て デ ィベ ー トを 通 して の 自分 の 感 想 を ま とめ る。

(本 時4/5)〈3時 間 〉
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(6}本 時 の 指 導

① 目標 ・デ ィベ ー トを 通 して,今 後 の 学 級 生 活 にっ いて の 考 え を深 め る。

・主 体 的 に ,友 達 と協 力 して,デ ィベ ー トに参 加 す る。

② 展 開

学

本時 のめあてを知 る。

2.デ ィベ ー トを 行 う。

～ 席 替 え の 方 法 にっ いて ～

陣 替えは好きな席でよいa

①賛成側の立論

②反対側の質問

③反対側の立論

④賛成側の質問

⑤作戦タイム

⑥反対側の反論

⑦賛成側の反論

⑧作戦タイム

(2分)

(2分)

(2分)

(2分)

(5分)

(2分)

(2分)

(5分)

⑨反対側,最 後の主張(2分)

⑩賛成 側,最 後の主張(2分)

○ 判 定(5分)

評価 ・感想を まとめ,発 表 す る。

*議 題 を 明確 に し,デ ィベ ー トを す る心 が まえ が

で き るよ うに 準備 させ る。

*論 題やル ールを明記 したワー クシー トを配 布 し

てお く。

*個 人の体験 を述べ る ことを勧 め る。

*個 人攻撃 は もちろん,特 定 の個人 を話題 にす る

ことの ないよ う進行 に配慮す る。

*自 分 たちの議論の ど こが よいのか,ど の よ うに

よいの かを判定者 が主張 で きるよ うに助言す る。

*論 点 を明確 にメモで きるよ うにす る。(全 員)

*自 分 の意 見で判定 す るので はな く,説 得力で判

定 で きるよ う助 言す る。(判 定理 由を明記)

*デ ィベー トの感想だけで はな く,デ ィベ ー トを

通 して論題 にっいての感想 も書 くよ う助言 す る。

*多 様 な価値観,考 え方 に気付かせ,考 え方 を深

め る。

③評価

・デ ィベー トを通 して,今 後 の学級 生活 について考え ることがで きたか。

・主体 的 に,友 達 と協 力 してデ ィベー トに参加す るこ とがで きたか。

(7)考 察

・デ ィベ ー ト学習 は個 を育て ることがで きる
。デ ィベ ー トには,誰 もが発言 し,発 言を聞

き,思 考 し,主 張で きる技術的な仕組みがあ る。 自分の考えを明確 に して発言 し,主 張

す る力,話 し手 の意図を正確 に聞 き取 る力,論 理的思考力 とい った個 々の力 を高め るこ

とがで きる学習 であ る。

・一人一人が主体 的に学 習 に取 り組み
,個 を高 め,望 ま しい人間関係 の育成 に も有効であ

るデ ィベ ー ト学習 を,今 後 も様 々な教科 ・領域 に関連 させて取 り入れて い きたい。

一20一



実践事例②(第4学 年 体育科 ・音楽科)

(11単 元 名 「お祭 り」

(2)単 元のね らい 〔学習過程参照〕

(3)研 究主題 との関連

体育 の表現運 動 と音楽の表現活動 の単元 を合わせ ることで,3っ の利点が考え られ る。

・表現 した内容や動 きに音楽 を加 え ると,表 したい動 きが一層強 く伝わ る。

・音 楽は,豊 かな イメー ジを広 げ,動 きづ くりの きっかけをっかむの に効果的で ある。

・気持 ちを高揚 させ る音楽 は,心 の開放 を促 し,自 由な身体表現を可能 にす る。

以 上の ことか ら,体 育 と音楽 の関連 的な学習を取 り入れ ることで,よ り喜 びのある学 習

にっなげ ることがで き,よ り多面 的な物 の見方や考え方 が身 に付 くもの と考え る。

そ して,こ の学習 を通 して,視 覚,聴 覚,言 語 感覚,運 動感覚な どの全て を包含 した 自

己表現 の原動 力で ある感性 を磨 き,こ れを基盤 と して,児 童が周囲の状況 とか かわ りなが

ら何 かを表 した いとい う意欲 を もたせたい。 また,豊 かな イメー ジを形成 して創造 的活動

に取 り組 むなかで,総 合的 な表現 力を育ててい きたい と考え る。 この表現力 は,児 童 一人

一人が周囲 とかかわ りなが ら人 間 と して生 きてい くたあにな くて はな らない もので あ り
,

生 きる力 にっなが る と考え る。 さらに,祭 りは群の迫力が生 きる題材で もあ り,群 表現 を

創 るなかで磨 き合 い ・支え合 いがで きる題 材であ ると考え,本 単元を設定 した。

(4}分 科会仮説 とその手立て

仮説1.自 分 のよさを発揮 しなが ら,主 体的 に学習す るための支援の工夫

・1時 間の学習形態 を工夫 す る。

個入個入 の欲求 を満 たすよ うな多様で柔軟な条件設定や場づ くりを工夫 して,児 童

自身が表現 内容 に応 じた選択 機会を多 くもて るよ うにす る。

仮説2.友 達の よ さや 自分の足 りな いところに も気付 き,互 いに協力 して学 習す るため

の 支 援 の工 夫

・グ ル ー ピ ン クの 工 夫(表 した い もの 別 の グ ル ー プを 作 る。)

・評 価 の 工 夫(児 童 が 相 互 に評 価 を し合 う。 良 い動 き カ ー ド,良 い 音 カ ー ド)

(5)学 習 過 程 〔次 ペ ー ジ参 照 〕

(6)考 察

は じめ は動 くこ とが で き なか った り,声 を 出 す こ と も恥 か しが っ た り した児 童 で あ った

が,音 楽 が 体 を 動 か し,体 が 音 楽 を創 る こ とが で きた。 二 っ の 単 元 を 合 わ せ る こ とで 恥 か

しい,ど うす れ ば い いの か 分 か らな い とい う殻 を破 る こ とが で き た もの と考 え る。

ま た,心 を 開 放 す る こと に よ り気 軽 に意 見 交 換 が で き,意 欲 的 に学 習 が で きた。 よ りよ

い 表現 を創 るた め に,こ の か か わ りが 生 き,磨 き合 い ・支 え 合 いが で き た。

磨 き合 い,支 え 合 いの 評 価 を ど うす るか に っ い て は,ク ル ー プ間 で の 磨 き合 い を,構 想

表 に記 入 した。 ま た,よ い表 現 を創 った 児童 に は,表 現 カー ドで 認 あ合 い を した。 しか し,

評 価 とい う面 で は,ま だ まだ 不 十 分 で あ り,今 後 の 課題 で あ る。
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学習過程 「お 祭 り 」 =体 育 7時 間 ・音 楽 5時 間 〕 (配 当 時 間45×12) 本時8/12
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5.研 究 のま とめ と今後 の課題

本分科会で は,「 一人一人が さらに輝 く」ために,「 磨 き合い,支 え合 う児童の育成 」に

向けて実践 的 に研究 に取 り組ん だ。

(1}研 究の成果

① 横 断的 ・総合的 な視点 に立 った学習 へのステ ップ と して,教 科 ・領域を関連 させ た学習

の取 り組みか ら

児童主体の豊か な学習活動が展 開で きるよ う,教 科 ・領域 を関連 させた学 習 に取 り組ん

だ。授 業実践を重ね るにっれ,次 のよ うな ことが成 果 と して明 らか にな った。

教科 ・領 域を関連 させ た学習 を工 夫す ることによ り

アーっの活動 に意欲 的に取 り組 む時,関 連のあ る他の活動 に も児童の学習意欲が転 移

す る。

イ学 習内容 などを効果 的に組 み合わせ ると,物 の見方や考え方が,多 面的 になる。

ウ児童の思考の流れが,教 科 や単元 の枠を越 えて 自由に広が り,自 分の思 いや願 いをか

なえ ることがで き,豊 かな学習活 動がで きる。

② 人 と人 とのかかわ りを通 した磨 き合 い,支 え合 う場 の工 夫か ら

一人一人の児童が主体 的に学 習す るたあには
,個 に応 じた指導 の充実 ・発展を図 るとと

もに,学 習 にお ける他者 とのかかわ りを重視す ることが大切であ る。互いに 「認 め合 い」

「励 ま し合 い」 「支え合 い」なが ら学 習を進 め ることによ り,よ り豊かな個性の伸長が図

られ,一 人一人が輝 くことが で きると考えた。そ こで,人 と人 とのかかわ りを通 して磨 き

合い,支 え合 う場の工夫 を図 った結果,次 のよ うな児童の姿が見 られた。

ア互いのよ さや可能性 に気付 き,認 め合 い,協 力 して学 習を進 めた。

イ友達 か らよさを認 め られ た ことによ り,自 信 を もって 自己表現で きるようにな った。

② 今後の課題

① 横 断的 ・総合的 な視点 に立 った学習 へのステ ップ と して,教 科 ・領域 を関連 させた学

習の取 り組み

ア仮説 か らの検証(教 育評価)が 難 しく,そ の方 途を明確にす る必要があ る。

イ何 もか も教科 ・領域 を横断 させ るのではな く,児 童の思考の流れを中心 に検討 しなが

ら,年 聞指導計画の段階 か ら,時 数や内容 について吟味す ることが必要であ る。

ウ児童主体の授業を構成す るとともに,基 礎的 ・基本的内容の徹底,学 習が遅れが ちな

児童 への対応を一層考慮す るよ う,具 体 的な支援を工夫す ることが大切であ る。

② かかわ りを通 して

ア学習 面だ けでな く,普 段の学校生活 の中で もかかわ りを もたせ る働 きか けが必要で ある。

イ個 々の考えが十 分定 ま らないままかかわ る と,集 団思考が深 ま らず,か かわ り自体の

効果 が薄れ ることがあ る。 グル ープづ くりにお ける工夫 や 自分の考えを もたせ るな ど,

具体 的な手立 てを考えてい く必要が ある。

ウ互 いに情 報交換 はで きてい るが,す ぐ教えて もらうなど,友 達 に頼 るあ ま り,課 題 を

自分の力 で解決す る とい う粘 り強 さが十分身 に付か ない ことが ある。互 いに高め合 う

ことへの意識 を もたせ るな ど,適 切な支援を工夫 して いきた い。

一23一



1.研 究 の ま とめ
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研究の成果

(1)

(2)

IV研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題

本年度 は,共 通研究主題 を 「生 きる力を は ぐくむ教育活動 の研 究」 と

設定 し,三 つ の分科 会を構 成 して研究に取 り組んだ。

本研究で は,r生 きる力』を 「自分の考えを もって主体 的に学ぶカ 」

「他者 と積極 的にかかわ り合 い,互 い に高 め合え る力」 と考えた。 そ し

て,共 通 の三つの視点を踏 まえ なが ら以下の分科会 ごとの研 究主題を設

定 し,研 究を進めた。

・人 と人 とのかかわ りの 中で,共 に高 ま り合 える児童の育成

・自己を見つめ,互 いに伸 びよ うとす る児童 を育 てる支援の在 り方

・一人一人が さ らに輝 くたあに 一磨 き合 い,支 え合 う児童の育成 一

各分科会で は,主 題 に迫 るために,研 究 のね らい,仮 説を明確 に しな

が ら構想図 に表 し,授 業実践 を通 して検証 してい った。

その結果,次 の ことが明 らかにな った。

学習活動 にお いて,人 と人 とのかかわ り合 いを重視 し,多 様 なかかわ

りの場を設定 した り,か かわ り方の支援 を した りす ることによ って,互

い に高め合お うとす る姿 が見 られ るよ うにな り,主 体的 な学 習が進め ら

れ るよ うにな った。

・かか わ りの場 を増 や してい くことで,多 くの人 とふれ合 い,相 手の考

えを聞 き入れた り,自 分の考えを伝えた りす る姿が見 られ るようにな

った。 また,そ れ によ り課題解決の方法が多様 にな った。

・ 「認め合い」「励 ま し合 いjr支 え合 い」 なが ら学習 を進 め るこ とによ っ

て,互 いの よさや違 いがわか り,個 々の力 を,相 互に生か し合 えるよ う

にな った。

自己を見つ める場 を設定 する ことによ り,一 人一人が課題 を もち主体

的 に学習 を進 めるよ うにな った。

・自己を見つ める ことで,他 者 との違 いに気付 き,自 己を見 っめ直 し向

上 しよ うとす る姿が見 られ るよ うにな った。

・個 々の思 いや願 いに応 じた支援 をす ることで,自 分の考え に 自信を も

ち,意 欲 的に課 題解 決に向か う姿が見 られた。

2.今 後 の課題

研究の結果,次 の点が課題 と して残 った。今後 さ らに研究を深 あて い きたい。

(1)「 生 きる力 」について,継 続研 究す るなかで,児 童の側 に立 った支援 の在 り方を 一層考

えて い く必 要が あ る。

(2)教 科間 の関連 を重視 した,横 断的 ・総合的 な学習 にっ いて,継 続研 究す る必 要が ある。

(3)人 と人 とのかかわ りの場 とかかわ り方 にっ いての支援 の在 り方 は,学 習活動の場で確 か

あ る ことが で きた。 しか し,児 童個 々が相手 とどの よ うにかか わ り,関 係が どの よ うに深

ま ったかについての評価 は,継 続 して研究 して い く必要が ある。
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